
“国土強靱化”を着実に推進

〇高山国道事務所における要対策箇所の対策状況

高山国道事務所は、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」による、
落石対策等の法面防災事業を重点的に推進しています。

〇対策事例（法面防災対策）
落石減勢工（下呂市東上田）

〇国土強靱化による防災対策事業の加速化

◆当初計画

◆５か年加速化
対策活用

49箇所

98箇所

「国土強靱化」により、
約2倍のスピードで対策を推進

【令和2年度～令和5年度の対策箇所数】

〇「防災・減災、国土強靱化に向けた道路の
５か年対策プログラム（中部ブロック版）」

残る要対策箇所の対策を
今後も推進する必要

岩塊根固め工＋アンカー工（下呂市保井戸）

対策後

対策前

R1時点の
対策が必要な残数

（箇所）

98

当初計画では
49箇所の対策
のみ予定



“国土強靱化”を着実に推進
高山国道事務所では、橋梁の老朽化対策を推進しています。

◆当初計画

◆国土強靱化による老朽化対策

100％

198％

約２倍のスピード
で対策を実施

〇国土強靱化による老朽化対策の効果

〇修繕実施状況

613（17％）

14（74％）1600（43％）

1（5％）1498（40％）
4（21％）

0

20

40

60

80

100

国土交通省全体 高山国道

未着手
着手
完了

Ⅲ判定以上
3,711橋

Ⅲ判定以上
19橋

60％
79％

２巡目点検でⅢ判定以上となった橋梁の補修率
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〇取組事例（橋梁の老朽化対策）

損傷状況 補修完了後

◆路 線 名：国道４１号（木賊洞跨線橋）
（高山市久々野町木賊洞）

◆目 的：第三者被害の恐れがある主桁の欠損を補修
◆事業時期：R３年度

早期措置段階(Ⅲ判定以上)の修繕を早期に完了



“国土強靭化”を着実に推進

【 凡例】

整備前ルート

高速ネットワーク

整備後ルート

中部縦貫自動車道

その他の
高速自動車道

事業中 調査中

事業中 調査中

高速ネットワーク
多重性確保

南海トラフ大規模地震時における高速ネットワークに多重性確保

高山国道事務所では、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」も活
用して中部縦貫自動車道 高山清見道路の整備を進めています。

工事の施工状況

下切地区高架橋 至 松本方面

至 福井方面

坊方地区トンネル工事

◆Ｒ２～Ｒ５当初予算

◆５ヶ年加速化対策活用

100％

1４0％

約1.4倍のスピードで
対策を実施可能に〇国土強靭化による防災対策事業の効果




